
パレスチナ子どものキャンペーンは
1986年に活動を開始した市民のNGOです。国籍や
宗教、民族にとらわれず、パレスチナと中東地域の平
和を願い、そこに生きる子どもたちが希望を持って成
長できるように、教育・保健・福祉分野での支援と人
権擁護を進めています。また、コミュニティの強化と
自立的発展に協力しています。

会員になってキャンペーンの活動を
支えてください
�会費（年会費）　4,000円　6,000円　10,000円
　＊ご都合にあわせお選びください。
�会報誌「サラーム」やお知らせなどをお送りします。
　詳しくはホームページをご覧ください。

ご寄付は、当ホームページ「寄付する／いますぐ寄付する」
（右のQRコード）から「お支払い方法：クレジットカード・銀
行振込申込（決済会社：コングラント経由）」で常に受付して
折ります。「ご都合の良い金額」「回数（1回・継続）」で。

＊同封の赤い郵便振替用紙、以下の銀行口座から直接お振込もいただけます。銀行へ直
　接振り込みいただいた場合、領収書が必要な方は、ご氏名・ご住所をメールやFAX等
　でご連絡ください。
＊支持会員の年会費のお支払いもクレジットカードが便利です。

税金の控除について
パレスチナ子どものキャンペーンは寄付金の税金控除を受けられる認定NPO法人です。
税金控除には、当会発行の領収書をつけて確定申告をして下さい。

特定非営利活動法人 パレスチナ子どものキャンペーン（認定NPO法人）

〒161-0033  東京都新宿区下落合3-12-23 豊ビル4階／Tel 03-3953-1393／Fax 03-3953-1394
Eメール  info@ccp-ngo.jp／ホームページ  https://ccp-ngo.jp/
instagram＠ngo_ccpjapan   facebook＠CCP.JAPAN   X:ccp_ngo   YouTube @CCPNGOJapan

パレスチナ子どものキャンペーンご案内

郵便振替口座 [00160-7-177367]／みずほ銀行 高田馬場支店 [普通8030448]
三井住友銀行 目白支店 [普通6852351]／三菱UFJ銀行 目白支店 [普通0152056]
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no.133　　当会の炊き出しでは、障がい者や母子家庭などを中心

にしていて、あらかじめ対象者のリストがありそれに従って
配布しています。また、取りに来るのが難しい人も多いので、
パック詰めにした食事を届けに行くこともあります。脆弱な
人たちがちゃんと受け取れるということと、受け取る人たち
の尊厳に配慮することも重要だからです。

　　いまガザに搬入されている食料は限られている上に、
途中で略奪にあうこともしばしばです。そのため、個人まで
届かないことが多いのですが、炊き出しなどのキッチンには、
時々は国連からの物資支援（主に米やパスタなどの乾物）も
あります。また野菜などは地元の農家やこれまでの実績から
食材を回してくれる業者から入手しています。

　　ガザでは、2年間学校教育が止まったままです。ほとん
どの学校は破壊されたか、避難所として大勢の人が住んでい
ます。子どもたちは「学校へ行きたい」と語っていて、2年間
の教育の空白は、未来に大きな負債となっています。ガザの
復興のプロセスは全く不明ですが、教育が大きな課題にな
ることは自明です。当会では提携団体と一緒になって、子ど

もの居場所や寺子屋などを実施していますが、一日も早い学
校の再開が望まれます。

　　ガザの子どもたちに心を寄せていただきありがとうござ
います。現時点では日本へ引き取るのはいくつものハードル
があり難しいです。
　まず、ガザは封鎖されていて、住民はガザの外に出ること
がほぼ不可能です。非常に重い負傷者や患者さんたちが、周
辺国やヨーロッパに医療搬送されることがありますが、複雑
な手続きが必要で、しかも待機している人がたくさんいます。
仮に出国できたとしても、日本政府がビザを出さないと来日
できませんが、日本政府はこれまでのところ医療搬送でも2
人の女性しか受け入れていません。このあたりは日本社会の
外国人受け入れ体制の問題になります。ヨーロッパの国によ
っては難民として受け入れていると聞きますが、日本では特
例を使っているようです。ウクライナの場合はそれなりの数
の人を受け入れたので、同じようにして欲しいと思います。
　なお、ガザの親たちは子どもだけでも助けたいと思ってい
るので、希望者が大変に多かった場合、受け入れる子どもを
どのように選ぶのかという大変にセンシティブな問題もある
ことも指摘しておきます。
　また、ガザの住民を強制的に追い出そうとしている動きが
ある中で、ガザの人たちが海外に行くのを助けるのは良くな
いという考えがあるのも確かです。しかし、あまりにもひど
い状況の中で、子どもだけは何とか助けたいと考える親たち
の思いは当然です。多くの人は、「自分はガザに残るが、子ど
もはここから出したい」と言っています。

＊最新情報はパレスチナ子どものキャンペーンのSNS等でご確認ください
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よくあるご質問にお答えします
パレスチナ子どものキャンペーンの炊き出しなど
の写真では、子どもたちが落ち着いて見えるのは
なぜですか。

食料が届かないと聞きますが、炊き出しや配布の
食材はどのようにしていますか。

教育はどうなっていますか。

日本に子どもたちを引き取りたいと思いますが、
可能でしょうか。
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